
図書館をみんなのものにするために

ー 図書委員会活動 －

『学校図書館』 9月号

「学校図書館は全ての生徒・教員の為にある」という図書館の理念により、図書館利用の拡大のため計画します。
できるだけ様々な生徒のアンテナに触れ、教職員を巻き込むように、いろいろと企画していきます。



図書館をみんなのものにするため
に、本をあまり読まない生徒、図書
館を利用しない生徒に向けてのア
プローチが必要です。

そこで、さまざまなイベントで来館
する機会を作り、自分にとって楽し
い場所、利用価値のある場所だと、
体験を通して知ってもらいます。

これは、第一回図書委員会で生
徒に配布するレジメで、生徒主体
の取組みになることを大切にしな
がら進めていきます。

途中サポートもしますが、取り組
み後には、貢献できたという満足
感や達成感が味わえる委員会活
動になるように配慮していきます。



ワークショップ〈 シュシュ作り・消しゴムはんこ 〉

ワークショップです。普段余り図
書館に来ない生徒にも、図書館に
足を向けてもらおうというねらいで
行っています。

読書好きもそうでない生徒も参
加できそうなプランを考え、準備・
運営します。内容は図書委員で考
え、シュシュ作り、消しゴムハンコ
作り、好きな本の帯作り、しおり・
ブックカバー作り等いろいろです。



漫画で語ろう会

漫画で語ろう会で、少数派の生徒た
ちのコミュニティを作るイベントです。

漫画やライトノベルが大好きな生徒
が集まり、好きなキャラクターをGペン

を使って描いたり語り合ったりする会
です。

図書委員も企画・参加し、本格的に、
Gペンやトーンを使います。図書委員

は、会全体の円満な運営や道具の管
理等に協力します。

支援学級の生徒も毎回参加し、そ
れぞれが自分のお気に入りのマンガ
を紹介し合い、交流を深めます。

参加した生徒たちからは、「楽し
かった～」という声をたくさん聞く事が
でき、後日、描いた作品を図書館に
展示します。



スクールライブラリークイズ

スクールライブラリークイ
ズは多くの生徒が気軽に
参加できるイベントで、毎
回100人を超える参加者が
あります。

クイズは本校の図書館
に関する問題で、日本十
進分類法の問題もクイズ
に入っていて、当日は館内
をめぐって答えを探す生徒
でいっぱいになります。



問題作りから当日の問題・鉛筆配布まで、企画・運営を図書委員が行います。
図書委員の感想に、「みんな必死に答えを探していて楽しそうで、みんなが楽しくなるように、
クイズを考えて作るのが楽しかった」とあり、図書委員としての意欲や達成感を見いだしています。



読書リレーカード一人ひとりを大切にする読書記録の返事

読書月間では「読書
リレーカード」を全校生
徒に配布します。

最近は“しおり”として
も使えるように工夫し
ています。

表面に毎日の朝読
書の記録と自己評価）、
裏面に簡単な読書月
間や本の感想が書け
るようになっています。

読書月間最終日に
集め、一人ひとりに返
事を書き、図書館が一
人ひとりを大切にする
場所だと知ってもらえ
るように取り組みます。



図書委員選定の本コーナー

町立図書館の書庫の見学時に、
読書月間の学級文庫用の本とし
て図書委員が選定した本が、町
の配送システムで届きます。

各教室の学級文庫の他、図書
館にもブックトラックでコーナーを
設置し、あらゆる方法で生徒の目
につくように工夫します。
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高校図書委員会との交流
内容は、まず、お互いの学
校での図書委員会活動を
紹介し合って、意見交流を
行い、その後、高校の図書
委員会活動に中学生も一
緒に入り、総務・展示・広報
の3つのブースに分かれ、

共に活動を行い交流を深
めました。

生徒の感想は「ブック
ワームで、高校生はこんな
に詳しく、そして特徴をとら
えて分かりやすく、本の紹
介ができるのだなあと、驚
きました。」という感想で、
ブックワーム等を通して繋
がっていきたいという生徒
の気持ちが感じられます。



イベント振り返りと新聞づくり

自分達で高校との交流について振り返り
をまとめ、壁新聞を作り、文化発表会で全
校生徒に紹介します。「来年も絶対行きた
い。」と、高校生から学ぶことが大変嬉し
かったようです。



校内ビブリオバトル

第一回目のビブリオバトルでは参加者が３人で少なかったですが、本好きな生徒が集まり、徐々に慣れてくると緊張が緩み、和や
かに楽しんでいる様子が伝わってきます。お互いの本紹介を称え合い、達成感が皆の表情に溢れます。

校内ビブリオバトルの感想として、「司会が楽しかった。また参加したい」「好きな本の紹介を話せた。気持ちいい」「もっと定期的に
開催してほしいです。図書委員って楽しいなー」等の感想がありました。

見学に来た教員から「普段前に出ない生徒が、活発に司会進行をしたりバトラーとして参加したりしており、良い取組みだ。」という
声がありました。

これらの図書館イベントを通して、本や学校図書館が好きで集まった異年齢の生徒たちが、お互いを認め合い、自分の居場所を見
つけ、お互いが尊重できる集団、受け入れられる集団へと育っていくようすを実感し、こちらの心も温まる思いでしだ。



ビブリオバトルでは、司会も
図書委員が行います。司会
原稿を作っておくと、どんどん
自分たちで進めます。
前期と後期の年2回行い、次

第に定着してきました。今で
は、こちらが日程を設定する
だけで、図書委員がどんどん
自分たちで楽しみながら進め
ていきます。



ビブリオバトル参加賞

バトラー参加賞として、記
念品を準備します。
好評で喜ばれました。

司書教諭もバトラーとし
て参加し、良い思い出と
なりました。



大阪府中高生ビブリオバトル大会

校内で毎回参加していた

図書委員の生徒が、大阪府教
育委員会主催の記念すべき
「第1回大阪府中高生ビブリオ

バトル大会」に出場し、中・高校
生が集う大きな大会へと活躍
の場を広げています。
余談ですが、この「第1回大阪

府中高生ビブリオバトル大会」
のポスターに本校のビブリオバ
トルの写真も掲載され、光栄で
もあり一層図書委員の意欲が
高まりました。



図書委員会の広報活動

その様子を図書委員がまとめ、広報活動をしています。



町内中学校合同図書
委員交流会です。

熊取町内の３中学校図
書委員が集まり、交流を
実施しました。

交流内容は、先ず、自
己紹介を兼ね、お互い各
学校の活動を紹介しあい、
次に3つのブースに分か

れ一緒に活動し交流を
深めます。
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Ａ「ポップ作り」、Ｂ「しおり作り」、Ｃ「理想の未来の学校図書館像」を描く等、３ブースに分かれて交流を行いました。
思った以上に他校の生徒と話すことができ、他校の行事で面白そうなのがあり、互いに教え合い、高め合い、良い
交流となりました。

このように、図書館教育を広げるために、多くの教員に図書館に関わってもらいたく、規模を拡大し、図書館に関
わってもらう教員の輪を広げてきました。学校内の多くの教員や学校司書、他校の司書教諭、公共図書館や地域の
方々との、多くの繋がりを大切にしながら、“積み重ね”をしていくのが大切だと実感しています。

生徒主体の楽しい図書委員会であることを大切にしながら、“学び方を学ぶ場”として、カリキュラム体制に位置づ
け、根づかせていきたいと考えています。



すぐに取り組める図書館活用

ー アクティブ・ラーニングの実践 －

『学校図書館』 10月号

学校図書館がどのようにアクティブ・ラーニングを支えるか。
“学び続ける生徒の育成”を教育目標に取り組んできた、本校の「すぐに取り組める図書館活用」
アクティブ・ラーニングの実践の一部を紹介します。



英
語
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英語の教科書は、三省堂の「NEW CROWN２」を使っています。
この単元は、カンボジアのアキ・ラーさんのたどってきた人生について書かれた、地雷を扱った教材です・

まず、この人がどのような人なのか、地雷とはどのようなものなのかを知ってから授業に入るという導入の調べ学
習でした。 英語の先生からは、 生徒はアキ・ラーさんの人となりがわかって英語を読めた。情報を知れて理解
が深まった。」ということでした。地雷の姿、形や値段、またどこの国が持っているのか、地雷を踏んだらどのよう
な被害を受けるのかなど、今まで知らなかった地雷について、より詳細に知る事で、本来の英語での学びが深
まったそうです。
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2年生の理科で、「地震」
について図書館活用です。

これは、①地震のメカニ
ズム（仕組み）、②地震に
よる災害、③防災、④阪
神・淡路大震災、⑤東日本
大震災、の中から1つを選

んで個々で調べる、ワーク
シートです。

偶々この調べ学習の期
間中に熊本地震が発生し
たことにより、より深刻にと
らえ、調べ学習を進める生
徒が多かったです。
4社の新聞（朝刊）も資料

のひとつとして置いておくと、
興味津々に新聞を活用し
ている生徒も多かったよう
です。
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3年生理科では、エネルギーの図書館活用を行なっています。

目標は、「身のまわりで利用しているエネルギーは、どのような方法で取り出しているのだろうか。
エネルギーをうまく使うためには、どのようにすればよいだろうか。」を学ぶことで、これが、資料
のワークシートの資料６です。

理科教員からは、いろいろな発電方法がわかり、「こんな発電があるのだ」と新しい発見もあり、
より深まった。という事でした。
司書教諭も授業に入らせてもらいましたが。3年生の3学期、3月の卒業前という慌ただしい時

期でコンパクトな調べ学習でしたが、新しい気づきがあり、生徒たちは楽しそうで、意見発表も意
欲的に行われ、『中学校生活総括となる、よい調べ学習・学び方であったなぁ。』と感じました
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社会では、「地理
都道府県産業調
べ」「歴史江戸時
代調べ」「戦国武
将調べ」「歴史レ
ポート古代編」等
で調べ学習を行い、
その後は新聞を
作成し、教室・廊
下に掲示して読み
合う取組みです。

時には、社会科
係が選んだ最優
秀賞・優秀賞など
を新聞に添えたり
します。



社
会
1
年
「
地
域
の
歴
史
」

1年の「身近な地域に

ひそむ歴史を探ろう！」
では、情報の集め方と
して、地域の副読本な
どの身近な資料や、野
外調査、役場などの公
的な機関に問い合わせ
て地域の人に聞き取り
調査をして記録をとる
方法も導入して調べ学
習をしています。



「地域の歴史」プレゼンテーション

学年で発表し、保護者も
参観に来て、大々的な良い
発表となりました。

この社会科教員は赴任さ
れたとき、本校の歴史の詰
まった図書館活用年間計画
を、興味をもち長い時間を
かけ何度も読み返していた
教員です。

図書館活用計画が功を奏
して、この取組みに繋がっ
たと思っています。

このようにして、カリキュラ
ム体制の中にしっかりと位
置づけられていくのだと、
「足跡として残していくこと」
の大切さを改めて実感して
います。



保
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３年生の保健体育で、テーマ「自然災害に備えて」について調べ学習を行い、レポートにまとめ
ています。まず、「奥付」や「参考文献」など情報リテラシーにもふれながら、「調べたこと」と「自分
の考え」をきっちり分けて、記録し、まとめていきます。

体育では他に、スポーツのルール調べ等の調べ学習をおこなう等、保健体育では、毎年、図書
館活用の授業が多いです。



他のアクティブ・ラーニングの実践

美術科では、コラボで図書館活用「読書感想画」の制作を進行中です。

これは、校長の応援があり、一気に話がまとました。

国語科では、本を読み深め、本を読みこんでの感動から、どのようなテーマを見つけ
られるかを大切にし、美術科では、図書館の図鑑や写真集等の資料を活用し、挿絵と
は異なる独自の世界観を創り上げていくなど、話し合いを進めています。

音楽科では、作曲家調べ（「魔王」調べ）が多い。調べた後は、「魔王新聞」「シューベ
ルト新聞」と自分で新聞名をつけ、新聞を作成し発表します。

家庭科では、郷土料理調べ、あやとり調べ、お米調べ、おせち料理調べ等があります。



総
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総合的な学習の時間では、どの学年も図書館を使って調べる事が多く、教科では図書館を余り使うこと
のない教員も、総合学習でクラスの生徒と一緒に図書館を活用することになります。

校外学習調べ、修学旅行調べ、職業体験調べ等があり、総合学習では、調べたことを新聞にすることが
多く、そういう場合は、新聞作り関係の本がよく動きます。

実際に、職業体験をした後も、体験したことや感想を新聞にまとめます。できあがった新聞は、みんなで
読み合い教え合えるように、廊下に掲示します。





前の写真の説明
国語科

調べ学習から「ディベートマッチ」へ です。

1年生国語科、話し合い・聴き合いの授業で行った調べ学習で、

司会・タイムキーパー・ルールを設けての ディベートマッチです。

目標は、 ①情報カードを活用し、参考図書での調べ方を身に付ける。

②立場を明確にし、根拠を明らかに、わかりやすく主張する。

などで、討論の形式は、

立論 から→反論→次に フロアからの質問・応答→そして最終弁論

の順で、冊子に載せています。

また、作戦タイムを有効に使い、班のメンバーと協力的に互いの意見を出し合って考え、

作戦を練ります。

最終弁論の後の審判・判定では、見守っている側の審判たちがディベートの判断をします。

話す側の身になって、聴く側の身になって、活発なディベートとなりました。



「方言アニマシオン」から『方言辞典』制作です。この方言調べ学習の目標は、「方言の豊かさ、楽しさに触
れ、言葉に関心を寄せながら、それぞれの地域で使われている“ことば”について、その特徴を理解する」と
いうことで、自分が調べたい、興味のある方言を調べ、方言辞典を作ります。辞典作りは、生徒にとっても新
鮮だったようです。この創作「方言辞典」は、教室に置いた後、図書館に並べています。



読書アニマシオンです。
2年生の「走れメロス」を題材に、
裁判討論で、登場人物役をし、

登場人物の立場になって考えま
した。
詳しくは、冊子に載せています。

心に残った部分を凝縮して一行
詩で表わし、意見交流を行います。

登場人物のいろいろな感情がわ
かったという感想が多かったです。





短歌調べ学習から『創作短歌集』作成

教科書にある短歌を何度も音読し、好きな短歌を選び、独特の表現に注目して調べます。

短歌調べの手順「短歌の世界へようこそ」に沿って、調べを進めワークシートに記入します。

調べたあとは、より理解をで、短歌を創作します。

「あこがれ や思い出を、自分の言葉で歌いましょう」の時間です。

学年みんなの創作短歌を冊子にして、創作短歌集を作成します。

テスト前のドキドキ感を短歌にしたり、初恋の人への告白を短歌にしていたり、

友だちはどんな短歌を作ったのかと、ワクワクして読み合いました。

日本独特の五七五のリズムに乗せて、学校生活のいろいろな思い出を記し残していきます。

創作短歌の冊子も学校図書館の書架に並べておきます。

後輩はこの冊子をよく読み、次の準備となり、最高の手本となります。



授業でビブリオバトル（2年）です。授業計
画など、詳しくは冊子に載せております。
これは、ビブリオバトル授業計画の第2
次の“お薦め本新聞”の作成です。

“授業でビブリオバトル”の様子を生徒の
感想で紹介します。

○自分の本をみんなに紹介することに
よって、一生懸命考え、この本の内容を
もっと深く知れ、自分の考えを深めること
ができた。

○いろんな人の本紹介を聞いてみると、
みんなが真剣に本のことを語っていて、普
段本に興味があんまりない私でも、「あれ
読んでみたいな」って思いました。本の世
界に引き込まれた。

○みんなのお薦めの本がわかったり、自
分の好きな作者の本もあったり、心地よ
かった。たくさんのジャンルの本を知る事
ができて、その本が読みたくなるような紹
介の仕方だった。もっと、いろいろな本をよ
みたい！と感動した。



授業でビブリオバトル

○ビブリオバトルをすることで、スピーチをする力、読み込む力、本について詳しくなる力、
色々身に付けられた。皆の発表を聞いて、読んでみたい本がたくさん増えました。学校の図
書館には、たくさん面白い本があり、また、ビブリオバトルがしたくなりました。練習した分上
手く発表できたと思う。家で練習したかいがありました。

また、懇談会では保護者の方から、「社会に出て必要なコミュニケーション力が育つ、とて
も良い取組みですね」という声がありました。

生徒たちは、このビブリオバトルを通し、主体的に聴き合い、考えを深め、お互いを尊重し
合える集団の輪として成長したのを感じます。

学習指導要領にもあるように、生徒たちは、本の面白さや読書の楽しさを味わいながら、
伝え合う力を高めると共に、思考力や想像力を養い、言語感覚を豊かにしていったのでは
ないか。と考えます。



以上、紹介しました教科等の図書館活用の各実践は、
まさに、「深い学び」「対話的な学び」「主体的な学び」

を実現できるアクティブ・ラーニングであり、

“生涯にわたり学び続ける力・生きる力”

の習得ではないかと感じております。

『学校図書館』

★キラリ！☆ 司書教諭 144～150


